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は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
道
教
の
定
義
は
困
難
で
、
未
だ
確
定
し
て
お
ら
ず
、
門
外
漢
の
筆
者
は
戸

惑
う
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
迷
っ
て
ば
か
り
で
は
論
が
進
ま
ぬ
の
で
、

　
　
道
教
と
は
、
中
国
の
雑
多
な
民
間
信
仰
を
基
盤
と
し
た
土
着
的
、
伝
統

　
　
的
な
宗
教
で
あ
り
、
そ
の
要
素
と
し
て
、

　
　
ω
老
荘
思
想
を
中
心
と
し
、
儒
教
・
仏
教
・
識
緯
説
・
陰
陽
説
を
取
り

　
　
　
入
れ
た
哲
学
。

　
　
ω
教
団
組
織
を
も
ち
、
老
子
を
神
格
化
し
て
、
長
生
不
死
を
求
め
る
教

　
　
　
え
。

　
　
㈹
本
草
・
錬
丹
・
辟
穀
・
調
息
な
ど
の
原
始
医
薬
術
と
、
豊
富
・
心
祝

　
　
　
な
ど
の
話
術
。

　
　
が
あ
る
教
え
。

と
し
て
、
本
稿
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

　
五
山
文
学
唯
一
の
准
勅
撰
集
と
言
い
得
る
『
翰
林
五
鳳
集
』
は
、
巻
一
春

部
「
江
春
入
旧
年
」
か
ら
、
巻
六
十
四
祝
重
重
「
天
顔
有
喜
」
ま
で
の
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
が
あ
っ
て
、
五
山
文
学
を
通
観
す
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
道
教

に
関
す
る
題
を
拾
っ
て
み
る
と
、
春
宵
宮
宴
玉
無
図
（
巻
一
春
）
、
読
荘
子
秋

水
篇
（
巻
＋
七
秋
）
、
賛
安
期
生
（
巻
五
＋
八
支
那
人
名
）
な
ど
百
二
十
選
曲
を
数

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

え
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
作
者
を
多
い
順
に
な
ら
べ
る
と
、

　
　
天
隠
龍
沢
1
5
、
策
彦
周
良
1
0
、
月
舟
壽
桂
9
、
江
西
思
置
8
、
瑞
岩
龍

　
　
隠
匡
8
　
　
（
数
字
は
収
載
作
品
数
）

な
ど
、
五
山
文
学
史
上
第
四
期
に
属
す
る
人
が
大
部
分
で
、
作
風
も
こ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
　

期
の
特
色
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
内
容
は
、
老
荘
思
想
を
深
め
た
り
、
道
教

信
仰
に
共
鳴
し
た
り
す
る
も
の
は
少
な
く
、
神
仙
へ
の
憬
れ
、
神
仙
画
へ
の

感
情
移
入
、
超
俗
希
求
の
情
趣
的
な
詩
喝
が
大
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
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む
限
り
で
は
、
中
村
璋
八
氏
の
、

　
　
鎌
倉
・
室
町
期
に
お
い
て
も
、
日
中
の
交
流
は
、
求
法
の
僧
侶
達
及
び

　
　
西
国
豪
族
・
大
名
・
幕
府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
　

　
　
が
道
教
を
請
来
し
た
と
い
う
事
実
は
認
め
難
い
。

と
い
う
説
は
首
肯
出
来
る
。
芳
賀
幸
四
郎
氏
も
、

　
　
総
じ
て
狭
義
の
道
教
は
、
禅
僧
社
会
に
殆
ん
ど
い
う
に
足
り
る
ほ
ど
の

　
　
影
響
を
与
え
な
か
っ
た
、
と
結
論
し
て
敢
え
て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
中
村
氏
と
同
趣
旨
の
説
を
述
べ
、
さ
ら
に
、

　
　
し
か
し
こ
れ
に
反
し
て
、
神
仙
思
想
は
詩
的
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
結
ん
で

　
　
相
当
に
行
わ
れ
、
彼
等
の
思
想
や
文
学
に
微
妙
な
陰
繋
を
な
げ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
の
よ
う
で
あ
る
。

と
推
論
し
て
お
ら
れ
る
。

　
な
に
よ
り
も
、
惟
高
妙
安
（
一
四
八
0
～
一
五
六
七
）
と
い
う
五
山
文
学

僧
自
身
、
『
玉
塵
抄
』
で
、

　
　
老
子
経
ヲ
バ
青
牛
ノ
書
ト
云
タ
ゾ
。
青
牛
不
三
大
洋
海
ト
三
景
濠
ヤ
ラ

　
　
作
タ
ゾ
。
日
本
エ
ハ
道
士
ノ
教
、
老
子
ノ
法
ガ
コ
ヌ
ゾ
。
大
洋
海
ハ
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ぬ
ア
ね

　
　
大
洋
ト
云
ハ
日
本
ノ
「
ゾ
。

と
、
道
教
は
日
本
へ
渡
っ
て
来
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
西
胤
俊
承
（
一
三
五
八
～
一
四
二
二
）
の
詩
集
『
真
愚
稿
』

に
、
「
贈
辟
穀
僧
」
と
い
う
題
の
、
次
の
如
き
七
絶
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。　

　
自
道
能
伝
辟
穀
方
　
禅
容
如
雪
髭
如
霜
　
山
禽
慣
識
厨
姻
冷
　
求
食
朝

　
　
来
過
別
培

　
　
貴
僧
は
ご
自
分
で
「
私
は
よ
く
辟
穀
の
方
を
伝
え
て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
禅

　
　
定
の
姿
は
雪
の
よ
う
に
清
潔
で
髭
も
真
白
　
山
の
小
鳥
は
厨
房
が
炊
煙
を
上
げ
ず

　
　
冷
や
か
な
の
を
よ
く
知
っ
て
い
て
　
朝
、
食
を
求
め
て
飛
ん
で
来
て
も
す
ぐ
別
の

　
　
家
へ
去
っ
て
い
く

人
間
は
穀
物
を
た
べ
る
と
、
体
に
澤
が
た
ま
り
重
く
な
っ
て
短
命
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
な
つ
め

ゆ
え
に
安
期
生
は
喪
を
た
べ
て
断
三
七
腸
を
保
っ
た
。
辟
穀
僧
と
は
、
道

教
の
長
生
術
を
実
践
し
て
い
る
禅
僧
で
あ
ろ
う
。
転
句
の
山
回
も
連
想
を
た

く
ま
し
く
す
れ
ば
、
“
華
佗
の
五
三
鋭
”
が
浮
ん
で
き
て
面
白
い
。
と
も
あ

れ
、
西
胤
俊
承
の
交
際
範
囲
に
辟
穀
僧
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
芳
賀
・
中
村
両
氏
の
説
を
検
証
す
べ
く
、
道
教
、
特
に
道
観
や

道
士
に
直
接
接
触
し
た
禅
僧
の
作
品
に
、
解
釈
学
的
研
究
を
試
み
た
い
。
ま

ず
、
取
り
あ
げ
る
禅
僧
を
次
回
に
年
令
順
に
一
覧
表
に
し
て
お
く
。

　
本
稿
の
副
題
に
「
道
教
詩
の
味
読
」
と
し
た
の
で
、
解
釈
上
の
誤
謬
も
じ

っ
く
り
批
正
し
て
頂
き
た
い
。
従
来
の
日
本
漢
文
学
研
究
は
、
こ
の
方
面
の

論
義
が
少
な
く
、
断
章
取
義
の
論
致
が
多
い
の
で
　
　
。
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し
ん
じ
ょ
う
こ
く
ぶ
ん

　
真
浄
克
文
は
、
次
の
無
準
師
範
と
一
世
紀
余
も
離
れ
て
い
る
の
だ
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

日
本
禅
僧
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
、
ま
ず
取
り
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
国
　
　
　
二
道
三
三
長
生

　
　
悠
々
三
共
老
　
回
復
解
追
尋
　
山
豆
信
長
生
道
　
分
明
不
滅
心
　
魂
三
宝

　
　
閾
遠
　
夢
役
海
山
深
　
三
三
三
方
者
　
無
十
三
寸
陰

　
　
　
　
　
道
士
と
長
生
を
話
す

　
　
　
は
る
か
大
昔
か
ら
人
間
は
み
な
年
を
と
り
　
誰
が
昔
を
尋
ね
る
術
な
ど
理
解
出

　
　
　
来
よ
う
そ
　
不
老
長
生
の
道
術
な
ど
信
じ
ら
れ
ず
　
不
生
不
滅
の
仏
性
の
存
在

　
　
　
は
明
白
な
の
じ
ゃ
　
（
道
士
の
あ
な
た
は
）
魂
は
遠
く
の
美
し
い
門
に
飛
び
去

　
　
　
り
　
夢
に
深
山
や
大
海
を
自
在
に
す
る
と
い
う
　
此
の
迷
誤
の
方
術
を
語
る
老

　
　
　
は
　
　
（
長
生
を
信
じ
る
の
だ
か
ら
）
寸
陰
を
競
う
よ
う
な
徒
労
は
せ
ぬ
で
あ
ろ

　
　
　
う
。

真
浄
克
文
は
道
士
に
対
し
て
、
き
っ
ぱ
り
と
長
生
術
不
信
を
明
言
し
、
“
不

　
リ
　
　
ヤ

生
不
滅
不
垢
不
浄
”
（
『
般
若
心
経
』
）
の
諸
法
空
相
の
真
実
を
賛
え
る
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
囮
　
　
　
書
道
一
三

　
　
仙
学
迷
多
説
　
当
依
柱
三
三
　
無
心
帰
大
道
　
有
徳
失
長
生
　
物
我
同

　
　
真
宰
　
親
疎
豊
可
名
　
良
哉
衆
妙
本
　
一
々
有
志
情

　
　
　
　
　
道
士
の
壁
に
書
す

　
　
　
仙
道
に
は
学
説
が
多
く
て
人
を
迷
わ
す
が
　
当
然
『
老
子
』
の
言
葉
に
依
る
べ

　
　
　
き
じ
ゃ
　
結
局
、
無
心
は
大
道
に
帰
着
し
　
徳
が
有
る
と
長
生
き
に
も
失
敗
す
　
捌
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る
　
物
と
我
と
は
、
ど
ち
ら
と
も
造
物
者
が
作
っ
た
も
の
で
　
親
近
と
か
疎
遠

　
　
　
と
か
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
区
別
し
て
は
な
ら
ぬ
　
あ
あ
す
ば
ら
し
い
、
衆
生
は

　
　
　
本
来
玄
妙
な
も
の
で
　
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
コ
ロ
が
あ
る
の
じ
ゃ

こ
こ
で
も
国
と
同
様
、
長
生
の
道
術
を
否
定
し
、
儒
教
を
も
批
判
す
る
。
少

し
團
の
詩
句
を
穿
馨
し
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

　
第
三
句
の
大
道
は
、
『
孟
子
』
の
”
立
天
下
之
正
正
、
行
天
下
之
大
道
”
（
膝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

文
言
）
の
儒
教
の
大
道
で
は
な
く
、
『
老
子
』
の
、
”
大
道
氾
号
其
可
左
右
。

万
物
侍
之
以
生
而
不
辞
”
〈
大
道
は
左
に
も
右
に
も
広
く
あ
ふ
れ
る
事
が
出
来
、
固
定

的
で
は
な
い
。
万
物
も
大
道
の
お
蔭
に
よ
っ
て
生
じ
自
然
の
ま
ま
で
あ
る
〉
や
『
荘
子
』

　
　
　
も
　
　
も

の
、
”
大
道
不
称
”
（
斉
物
篇
）
の
大
道
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
第
三
句
の
無
心

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

も
、
『
荘
子
』
の
”
無
心
而
不
可
与
謀
”
（
知
北
遊
篇
）
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

『
碧
巌
録
』
八
十
則
の
、

　
　
　
も
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
　
為
無
心
故
、
所
以
長
養
万
物
、
亦
不
道
我
有
許
多
功
行
。
天
地
為
無
心

　
　
故
、
所
以
長
久
。

の
禅
の
無
心
に
通
ず
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

　
第
五
句
の
物
我
・
真
宰
も
、
ふ
つ
う
『
荘
子
』
の
語
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
も
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

”
此
子
会
尽
物
我
一
如
”
（
『
碧
巌
録
』
九
＋
六
則
）
”
三
界
万
霊
十
方
真
宰
を
拝

す
”
（
『
正
法
眼
蔵
』
洗
面
）
な
ど
の
よ
う
に
、
禅
籍
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
第
六
句
の
親
疎
・
名
に
つ
い
て
も
コ
メ
ン
ト
し
て
お
こ
う
。
『
老
子
』
の

　
　
　
　
カ

“
天
道
無
記
”
は
、
親
は
勿
論
の
こ
と
疎
も
無
い
の
で
あ
る
。
老
子
は
『
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ

記
』
の
、
”
夫
礼
者
所
以
定
親
疎
”
（
曲
礼
）
と
い
う
儒
教
的
礼
を
認
め
ず
、
『
碧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

巌
録
』
九
十
五
則
は
、
”
無
親
疎
処
、
分
箇
親
疎
”
と
、
老
子
的
親
疎
を
否

定
し
た
上
で
、
あ
ら
た
め
て
親
疎
を
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
が
老
荘
思
想

と
禅
と
微
妙
に
異
な
る
処
で
あ
る
が
、
真
浄
克
文
は
相
異
点
よ
り
も
、
共
通

点
を
前
面
に
表
し
て
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
孔
子
は
子
路
に
、
「
政
治
家
と
し
て
何
か
ら
着
手
す
る
の
か
」
と
質
ね
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

れ
た
時
、
”
必
也
正
名
乎
”
（
『
論
語
』
子
路
篇
）
と
答
え
た
。
こ
の
文
に
朱
子

　
　
　
　
　
　
　
も

は
、
”
孔
子
以
正
名
一
先
”
と
注
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
儒
教
政
治
の
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

歩
は
名
を
正
す
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
『
老
子
』
は
、
”
等
々
不
可
名
”

と
名
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
に
大
道
を
見
、
『
碧
巌
録
』
二
十
一
則
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
田
無
得
失
夢
幻
如
許
多
名
目
、
不
可
一
一
他
安
立
名
字
。
〈
一
切
法
は
、

　
　
本
来
夢
ま
ぼ
ろ
し
の
よ
う
な
得
失
と
か
、
多
く
の
仮
の
名
前
な
ど
は
無
い
。
む
り
に

　
　
万
物
に
名
を
つ
け
て
区
別
せ
ず
と
も
よ
い
〉

と
、
名
を
つ
け
て
区
別
す
る
事
を
超
越
せ
よ
　
　
と
教
え
る
。

　
真
浄
一
文
よ
り
少
し
先
輩
の
実
教
契
嵩
（
一
〇
〇
七
～
↓
〇
七
二
）
は
『
輔

教
篇
』
を
著
わ
し
て
儒
仏
道
の
三
教
一
致
論
を
説
い
た
が
、
一
一
を
読
む
限

り
で
は
、
真
浄
克
文
は
儒
教
を
批
判
し
、
道
士
に
対
し
て
不
老
長
生
の
道
術

を
戒
め
、
老
子
（
柱
史
）
に
依
拠
す
べ
き
こ
と
を
教
え
、
最
終
的
に
は
禅
に

向
か
う
こ
と
を
勧
め
る
の
だ
っ
た
。

　
老
君
皇
帝
と
し
て
有
名
な
、
宋
の
徽
宗
の
在
位
期
間
（
一
一
〇
〇
～
一
一
二

五
）
の
前
半
は
、
真
田
回
文
の
晩
年
と
重
な
る
。
一
宗
は
広
く
天
下
に
噛
し

て
道
教
経
典
を
求
め
、
道
士
た
ち
に
校
訂
さ
せ
て
、
五
三
七
八
巻
の
一
考
を

編
纂
さ
せ
て
い
る
。
そ
う
い
う
時
代
を
、
真
浄
召
文
は
背
負
っ
て
い
る
の
だ

っ
た
。
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蔭木英雄
　
ぶ
じ
ゅ
ん
し
ま
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
無
慮
師
範
は
、
五
山
文
学
の
祖
た
る
無
学
下
元
や
、
東
福
寺
開
山
聖
一

国
師
の
師
で
、
わ
が
五
山
文
学
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
中
国
僧
で
あ
る
。
彼

が
道
士
に
与
え
た
二
首
を
読
む
。

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
團
　
　
　
元
道
士

　
　
黄
衣
捨
了
混
縞
衣
　
棄
却
甜
一
一
酷
梨
　
酸
渋
一
時
嘗
過
了
　
損
眉
帰

　
　
去
許
誰
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
．
道
士
の
黄
衣
を
脱
ぎ
捨
て
て
黒
衣
の
僧
に
ま
じ
り
　
甘
い
桃
を
棄
て
て
酷
つ
ば

　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
い
梨
を
摘
ん
で
い
る
　
渋
く
酸
い
実
を
ち
ょ
っ
と
嘗
め
て
か
ら
　
眉
を
し
か
め

　
　
　
て
去
ろ
う
と
し
て
も
誰
が
許
し
て
く
れ
る
も
の
か

承
句
の
聖
母
が
、
西
王
母
の
仙
桃
即
ち
神
仙
道
を
象
徴
し
て
い
る
事
は
解
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

が
、
酷
梨
は
何
を
喩
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
起
句
か
ら
推
測
す
る
と
、
厳
し

い
禅
を
さ
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
す
る
と
、
禅
を
ち
ょ
っ
と
伴
っ
た
だ

け
で
、
修
行
か
ら
逃
げ
出
す
の
を
革
め
て
い
る
も
の
と
解
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
カ
　
　
カ
　
　
も

　
結
句
は
、
“
遠
師
勉
令
陶
潜
入
蓮
社
、
淵
明
損
料
過
去
”
（
『
鷹
山
記
』
）
に

拠
っ
て
い
る
。
慧
遠
は
陶
恩
威
を
白
蓮
社
（
仏
教
結
社
）
に
入
れ
よ
う
と
勉

め
た
が
、
淵
明
は
顔
を
し
か
め
て
帰
っ
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
無
準
師
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぞ
ら

は
元
道
士
を
尊
崇
明
に
擬
え
て
窟
め
て
い
る
の
だ
が
、
禅
林
に
入
っ
た
道

士
が
存
在
し
た
事
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
団
　
　
　
浄
道
士

　
　
伊
予
頭
脳
不
相
似
　
鼻
孔
由
来
只
一
般
　
冷
地
白
二
親
模
者
　
老
君
元

　
　
戴
楮
皮
冠

　
　
　
　
　
か
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
し

　
　
　
道
士
の
伊
と
禅
者
の
予
と
は
脳
味
噌
は
ち
が
う
が
　
鼻
の
穴
（
本
来
の
面
目
）

　
　
　
は
も
と
も
と
お
な
じ
じ
ゃ
　
ひ
っ
そ
り
と
貧
乏
小
屋
で
さ
ぐ
っ
て
み
る
と
　
老

　
　
　
君
は
元
来
、
頭
に
紙
の
冠
を
か
ぶ
っ
て
お
る
わ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ぬ

『
碧
巌
録
』
三
十
二
則
に
、
”
未
だ
鼻
孔
を
失
却
す
る
こ
と
を
免
れ
ず
”
と

あ
る
鼻
孔
は
、
富
と
か
地
位
な
ど
一
切
の
飾
り
の
な
い
、
人
間
本
来
の
面
目

を
い
う
。
無
準
師
範
は
、
老
子
を
神
格
化
し
た
老
君
に
異
質
感
を
抱
い
た
の

か
、
そ
れ
と
も
、
貧
し
い
紙
冠
な
ど
捨
て
去
っ
て
、
仏
法
に
帰
依
し
て
本
来

の
面
目
を
明
ら
め
る
（
見
性
）
こ
と
を
勧
め
て
い
る
の
か
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、

道
士
に
対
し
回
道
優
位
の
立
場
で
詠
っ
て
い
る
。

　
き
ど
う
ち
　
ぐ

　
虚
堂
智
愚
の
法
嗣
が
響
応
国
師
南
浦
前
明
で
あ
り
、
南
浦
の
法
器
か
ら
大

徳
寺
開
山
大
灯
国
師
、
妙
心
寺
開
山
関
山
慧
玄
、
そ
し
て
虚
堂
再
来
を
自
認

し
た
一
休
宗
純
な
ど
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
團
　
　
　
老
子
日
、
視
之
不
見
名
日
夷
。
聴
之
不
聞
名
日
野
。
博
之
不
得

　
　
　
　
　
名
日
差
。
此
三
者
不
可
拝
塵
。

　
　
青
墨
仙
去
不
虚
伝
　
常
用
虚
中
落
断
辺
　
自
是
一
生
多
窒
薄
　
夜
深
猶

　
　
立
古
皇
前

　
　
　
　
老
子
が
言
っ
た
。
「
道
は
見
よ
う
と
し
て
も
見
え
な
い
の
で
夷
と
名
づ
け
る
。

　
　
　
　
聞
こ
う
に
も
聞
こ
え
ぬ
か
ら
希
と
言
う
。
捉
え
よ
う
と
し
て
も
取
ら
れ
ぬ
の

　
　
　
　
で
微
と
命
名
す
る
。
し
か
し
、
夷
希
微
の
三
つ
で
も
、
や
は
り
道
の
本
体
を

　
　
　
　
極
め
尽
く
す
こ
と
は
出
来
ぬ
」
と
。

　
　
　
老
子
が
青
牛
に
乗
っ
て
西
域
に
去
っ
た
と
い
う
の
は
嘘
で
は
な
い
の
だ
　
い
つ

　
　
　
も
虚
無
の
心
で
脱
落
裁
断
す
る
　
わ
し
自
身
は
一
生
愚
か
で
　
夜
ふ
け
に
な
つ
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五山文学と道教

　
　
　
て
も
じ
っ
と
古
皇
の
前
に
立
ち
尽
す
ば
か
り
じ
ゃ

難
解
な
喝
で
あ
る
。
『
高
士
伝
』
に
拠
る
と
、
老
子
は
青
牛
に
乗
っ
て
西
域

に
入
っ
た
と
記
し
、
『
老
子
化
需
品
』
（
『
日
本
見
在
書
目
録
』
に
あ
る
）
で
は
、

老
子
は
西
域
の
胡
人
を
仏
法
で
教
化
し
、
中
華
に
帰
っ
て
孔
子
を
教
え
、
や

が
て
西
那
玉
界
蘇
隣
国
王
の
家
に
生
ま
れ
て
、
末
摩
尼
と
い
う
仏
に
な
っ
た

と
い
う
。
そ
う
い
う
老
子
を
、
虚
堂
は
肯
定
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
そ
れ

こ
そ
道
を
体
得
せ
ぬ
筆
者
に
は
解
明
出
来
な
い
。
結
句
で
、
“
深
夜
に
上
古

の
帝
有
巣
氏
の
前
に
じ
っ
と
立
つ
”
と
い
う
の
は
、
自
己
や
人
類
の
原
点
に

立
ち
か
え
る
、
つ
ま
り
、
“
父
母
未
生
以
前
の
本
来
の
自
己
”
を
観
照
す
る

こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
『
老
子
』
第
十
四
章
の
前
半
を
題
に
し
て
喝
を
作
っ
た

と
い
う
事
は
、
大
い
に
注
目
し
て
よ
い
。

　
囹
　
　
　
遊
金
華
遠
山

　
　
山
々
一
溜
一
辺
聞
　
到
此
仙
凡
腿
尺
分
　
鶴
賀
朝
真
何
日
返
　
洞
門
終

　
　
日
鎖
寒
雲

　
　
　
シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
と
崖
か
ら
落
ち
る
水
音
が
、
静
ま
り
か
え
っ
た
辺
り
に
聞
こ
え

　
　
　
る
此
処
に
来
る
と
仙
界
と
俗
界
と
が
隣
り
合
せ
だ
　
鶴
は
朝
真
の
道
士
を
祝
い

　
　
　
に
行
っ
て
い
つ
返
っ
て
来
る
こ
と
や
ら
　
　
洞
門
は
終
日
冷
た
い
雲
に
と
ざ
さ

　
　
　
れ
て
い
る

赤
松
子
が
神
仙
道
を
会
得
し
た
と
い
う
金
華
洞
は
、
三
江
省
金
華
県
の
北
部

に
あ
り
、
虚
堂
智
愚
は
そ
こ
を
訪
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
転
句
の
朝
真
は
、
仏

徒
の
坐
禅
の
如
き
も
の
で
、
黄
轟
斎
と
い
う
道
士
の
潔
斎
の
儀
式
の
一
で
あ

る
。
彼
は
こ
う
い
う
儀
式
を
知
悉
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
結
句
の
鎖
の
一
字

が
、
禅
と
神
仙
と
を
明
確
に
隔
絶
さ
せ
て
い
る
。

　
げ
っ
こ
う
し
よ
う
い
ん

　
月
僧
正
印
は
極
官
の
清
拙
正
澄
の
無
期
で
、
後
述
の
明
極
楚
俊
と
共
に

虎
巌
浄
伏
の
法
を
嗣
い
だ
。
彼
の
六
指
を
受
け
た
日
本
留
学
僧
は
、
此
霊
妙

在
を
は
じ
め
性
海
霊
堂
、
鉄
舟
徳
済
、
中
山
革
製
、
古
先
印
書
、
中
里
円
月
、

不
聞
契
聞
な
ど
多
士
済
々
で
あ
る
。

　
囮
　
　
　
遊
張
両
脚
、
用
天
葉
面
贈
陳
景
山

　
　
早
撮
古
洞
天
風
涼
錦
屏
玉
戸
揺
金
光
　
千
光
霊
官
咲
迎
客
　
銀
髪
丹

　
　
瞼
脩
眉
蒼
　
板
危
歴
覧
忘
初
歩
　
仙
翁
飲
我
墳
花
露
　
］
声
何
処
鳳
至

　
　
鳴
　
玉
童
五
指
姻
霞
路

　
　
　
　
張
公
洞
に
出
か
け
、
天
師
の
韻
で
詩
を
作
り
陳
景
山
に
贈
る

　
　
　
が
ら
ん
と
し
て
深
い
張
公
洞
は
風
が
涼
し
く
　
口
内
の
錦
の
屏
風
や
玉
の
符
節

　
　
　
は
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
（
崖
の
紅
葉
や
蓮
が
陽
光
の
中
に
ゆ
ら
い
で
い
る
）

　
　
　
　
千
年
の
伝
統
を
持
つ
三
三
（
山
門
を
鎮
護
す
る
王
霊
官
の
塑
像
）
が
客
の

　
　
　
わ
た
し

　
　
　
拙
僧
を
歓
迎
し
　
銀
の
顎
ひ
げ
、
赤
ら
顔
、
そ
し
て
長
い
眉
を
た
ら
し
て
い
る

　
　
　
　
険
崖
を
よ
じ
登
り
眺
め
渡
し
て
い
る
と
歩
く
の
も
忘
れ
　
仙
人
の
老
翁
が
私

　
　
　
に
環
花
の
露
を
飲
ま
せ
た
　
ど
こ
か
で
極
書
が
一
声
鳴
き
　
童
児
が
遥
か
彼
方

　
　
　
の
霞
の
か
か
る
山
路
を
指
し
て
く
れ
た

張
公
洞
は
江
蘇
省
宜
興
県
の
東
南
に
あ
り
、
五
斗
米
道
の
開
祖
張
陵
の
居
所

で
あ
る
。
天
塩
は
道
士
最
高
の
地
位
で
あ
り
、
月
江
正
印
と
詩
を
応
酬
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

　
頷
聯
の
霊
官
は
薬
師
の
下
に
い
る
道
官
名
だ
が
、
こ
こ
は
道
観
（
道
教
寺

院
）
に
あ
る
塑
像
王
霊
官
と
思
わ
れ
る
。
寺
門
に
立
つ
仁
王
像
の
如
き
こ
の
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蔭木英雄
山
門
守
護
神
は
、
赤
砂
に
三
つ
目
で
武
装
し
て
い
る
。

　
頚
聯
の
項
花
は
『
大
漢
和
辞
典
』
を
引
く
と
、
（
紫
陽
花
に
似
た
世
に
稀
な
花

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
た
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も

で
、
旧
揚
州
城
外
の
道
観
の
項
花
霞
に
咲
い
て
い
た
）
と
あ
る
。
月
江
禅
師
は
、
仏

教
に
於
け
る
”
甘
露
”
の
如
き
も
の
を
饗
応
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
月
江
正
印
の
道
教
観
は
囮
の
み
で
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
禅
匠
が
道

観
を
訪
れ
て
、
画
師
と
詩
を
贈
答
し
て
い
る
事
実
は
注
目
に
値
す
る
。

　
ち
ゅ
う
ぼ
う
み
ん
ぼ
ん

　
中
峰
明
本
は
幻
住
派
の
祖
で
、
法
嗣
の
日
本
僧
は
無
隠
元
晦
、
古
筆
印

元
、
復
庵
宗
己
、
遠
軽
封
手
等
が
あ
り
、
参
禅
し
た
日
本
留
学
僧
は
寂
室
元

光
、
孤
峰
覚
明
、
別
源
円
旨
な
ど
、
渡
航
し
た
日
本
僧
の
殆
ど
が
、
中
峰
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

道
名
を
慕
っ
て
参
禅
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
團
　
　
　
贈
道
士
張
友
梅

　
　
参
禅
不
解
救
出
然
　
蹉
過
工
夫
万
々
千
　
笑
絵
蝋
非
真
讐
喩
　
人
薄
薄

　
　
是
錯
流
伝
　
四
漠
絶
滴
猶
存
海
　
万
里
無
雲
尚
有
天
　
当
千
一
斉
翻
得

　
　
転
頭
々
是
出
世
間
縁

　
　
　
参
禅
し
て
も
頭
上
の
火
を
消
す
如
き
弁
舌
専
一
を
解
さ
ず
　
ま
ち
が
っ
た
工
夫

　
　
　
を
万
々
千
も
重
ね
て
い
る
　
猫
が
嵐
を
捕
え
る
と
い
う
の
は
得
悟
の
真
の
比
喩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や

　
　
　
に
は
な
ら
ず
　
「
十
三
図
」
の
騎
牛
も
錯
ま
っ
た
言
い
伝
え
だ
　
四
方
の
海
に

　
　
　
一
滴
の
水
が
無
く
て
も
海
は
存
在
し
　
万
里
に
一
点
の
雲
が
な
く
て
も
大
空
は

　
　
　
あ
る
の
だ
　
思
考
を
パ
ッ
と
転
換
す
る
こ
と
が
出
来
た
ら
　
ど
れ
も
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
出
世
間
の
機
縁
と
な
る

首
聯
は
道
士
の
錯
ま
っ
た
参
禅
工
夫
に
、
鉄
鎚
を
く
だ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
囹
と
同
様
、
禅
林
に
近
づ
く
道
士
の
存
在
を
知
り
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「
詳
審
図
」
の
第
六
騎
牛
帰
家
は
、
牛
と
人
と
が
一
し
ょ
に
家
（
本
来
の

面
目
）
に
帰
る
図
で
あ
る
。
そ
れ
を
し
も
中
峰
明
本
が
”
錯
ま
り
じ
ゃ
”
と

決
め
つ
け
る
の
は
、
百
尺
竿
頭
一
歩
を
進
め
る
事
（
一
斉
醗
得
）
を
教
え
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
頚
聯
は
海
と
天
を
教
材
に
し
て
、
言
語
的
分
別
的
概
念
の
底
を
打
ち
抜
く

事
を
教
え
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
無
即
有
、
い
や
有
無
を
超
え
た
境
地
を
、

海
景
に
託
し
て
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
翻
転
（
百
尺
竿
頭
一
歩
剛
健
）
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

否
定
を
越
え
る
と
”
且
々
非
道
、
物
々
全
真
”
（
『
碧
巌
録
』
二
則
）
と
な
る
の

で
あ
る
。

　
世
祖
フ
ビ
ラ
イ
は
至
元
十
三
年
（
一
二
七
六
）
、
正
一
天
華
張
宗
演
を
召
見

し
、
至
元
廿
九
年
二
二
九
二
）
、
第
三
十
七
代
天
師
張
干
禄
を
召
す
な
ど
、

道
教
々
団
を
厚
く
保
護
し
た
。
又
、
文
宗
は
致
和
二
年
（
一
三
二
九
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
5
）

全
真
教
道
士
の
苗
道
一
に
、
都
で
礁
を
行
な
わ
せ
る
な
ど
、
中
峰
明
本
だ
ち

の
時
代
、
道
教
は
な
か
な
か
盛
ん
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
五
山
文
学
に
影
響
を
与
え
た
中
国
禅
僧
の
八
首
を
読
む
と
、

　
ω
老
子
（
老
君
で
は
な
い
）
は
尊
崇
し
て
い
る
が
、

　
②
道
士
の
神
仙
術
、
長
生
術
は
批
判
し
て
い
る
。

　
㈹
禅
僧
も
道
観
を
訪
れ
て
、
道
士
と
詩
作
し
、

　
ω
道
士
も
参
禅
し
て
い
る
が
、

　
㈲
禅
旨
を
厳
し
く
教
え
て
い
る
。

こ
と
が
わ
か
る
。
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五山文学と道教

昌
　
来
日
僧

　
だ
い
き
ゅ
う
し
よ
う
ね
ん

　
大
休
正
念
は
、
”
皆
（
1
1
志
も
詩
も
）
吾
が
方
寸
中
よ
り
流
出
し
、
剰
法

に
非
ざ
る
の
み
”
（
「
題
水
墨
梅
花
枕
屏
後
板
」
）
と
述
べ
て
、
五
山
草
創
期
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
り
　
　
も
　
　
ぬ

本
文
学
僧
に
大
な
る
影
響
を
与
え
、
「
為
武
蔵
守
殿
供
養
儒
釈
道
三
教
陞
座
」

と
い
う
法
語
に
三
教
一
致
論
を
展
開
し
、
「
三
教
図
」
三
首
の
喝
を
作
っ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
の
一
首
を
読
ん
で
み
る
。

　
回
　
　
　
三
教
図

　
　
文
行
忠
信
　
常
楽
聖
浄
　
清
虚
無
為
　
各
正
性
命
　
三
足
鼎
分
号
乾
坤

　
　
禅
定

　
　
　
孔
子
は
文
（
詩
書
礼
楽
）
、
行
（
実
践
）
、
忠
（
ま
こ
こ
ろ
）
、
信
実
の
四
つ
を
教

　
　
　
え
　
釈
迦
牟
尼
は
↓
切
の
無
常
・
苦
・
執
着
・
不
浄
の
四
つ
を
離
れ
る
こ
と
を

　
　
　
唱
え
　
老
子
は
清
廉
と
無
為
自
然
を
説
い
た
　
三
人
は
そ
れ
ぞ
れ
万
物
の
有
す

　
　
　
る
性
質
を
正
し
た
の
で
あ
り
　
鼎
の
足
の
如
き
三
教
に
よ
っ
て
、
天
地
は
安
定

　
　
　
す
る
の
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ぬ
　
　
カ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

『
論
語
』
の
、
”
子
以
四
教
文
行
忠
信
”
（
述
而
篇
）
、
『
法
華
玄
義
』
の
、
”
常

ヤ
　
　
ヤ
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
ミ

楽
我
浄
名
為
仏
性
顕
”
、
『
老
子
』
の
、
”
致
虚
極
守
静
篤
”
“
為
無
為
則
無
不

治
”
に
よ
っ
て
、
儒
仏
道
の
思
想
を
は
じ
め
の
三
句
で
端
的
に
述
べ
、
『
易
』

　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
”
乾
道
変
化
各
牛
虻
性
命
”
、
『
荘
子
』
の
、
”
彼
至
正
者
不
失
其
性
命
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
め

情
”
（
駐
母
篇
）
、
”
宇
泰
定
者
発
乎
天
光
”
（
年
三
楚
篇
）
の
傍
点
の
語
を
用
い

て
、
大
休
正
念
は
三
教
一
致
を
詠
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
建
仁
寺
両
足
院

に
は
伝
如
拙
筆
、
正
宗
龍
統
賛
の
「
三
教
図
」
、
梅
沢
記
念
館
に
は
霊
彩
筆
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

野
雲
賛
の
「
三
酸
図
」
が
あ
る
。

　
道
元
禅
師
は
『
正
法
眼
蔵
』
四
禅
比
丘
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
カ
　
　
た
　
　
へ

　
　
正
受
・
智
円
い
ま
だ
仏
法
の
一
隅
を
し
ら
ざ
る
に
よ
り
て
、
一
鼎
三
足

　
　
ミ
　
　
ぬ
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
カ

　
　
の
邪
計
を
な
す
。
（
中
略
）
い
ま
邊
運
の
輩
、
宋
朝
愚
暗
の
輩
の
三
教
一

　
　
へ
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
ぬ

　
　
致
の
狂
言
、
用
み
る
べ
か
ら
ず
。

と
、
徹
底
的
に
三
教
一
致
を
批
判
し
て
い
る
が
、
大
休
正
念
は
積
極
的
に
肯

定
す
る
の
だ
っ
た
。

　
画
　
　
　
呂
洞
賓
見
黄
龍
間
、
一
粒
粟
中
蔵
世
界
、
二
升
錨
内
煮
山
川
、

　
　
　
　
　
呂
不
二
。
夜
間
飛
魚
来
、
龍
指
之
量
地
。

　
　
任
汝
粟
中
蔵
世
界
　
那
知
鋭
外
有
山
川
　
剣
鋒
落
地
難
尋
寛
始
覚
従

　
　
前
惧
学
仙

　
　
　
　
呂
洞
賓
が
黄
龍
講
機
に
会
っ
て
質
問
し
た
。
「
一
粒
の
粟
の
中
に
世
界
を
包
蔵

　
　
　
　
し
、
二
升
入
り
の
鍋
の
中
で
山
川
を
煮
沸
す
る
、
と
は
ど
う
い
う
事
で
す
か
。
」

　
　
　
　
禅
師
が
「
守
屍
鬼
」
と
答
え
た
が
呂
洞
賓
は
分
か
ら
ず
、
怒
っ
て
夜
中
に
剣

　
　
　
　
を
飛
ば
し
て
禅
師
を
襲
っ
た
。
し
か
し
、
黄
龍
禅
師
が
指
さ
す
と
剣
は
地
に

　
　
　
　
落
下
し
た
。

　
　
　
呂
洞
賓
よ
、
お
前
に
「
話
中
に
世
界
を
蔵
す
」
と
い
う
公
案
を
任
せ
よ
う

　
　
　
「
な
べ
の
外
に
山
川
が
あ
る
」
と
い
う
自
然
法
ホ
、
事
々
無
磯
法
界
は
解
ら
ん

　
　
　
だ
ろ
う
　
呂
洞
賓
は
自
分
の
投
げ
た
剣
は
地
に
落
ち
て
し
ま
っ
て
探
し
得
ず

　
　
　
そ
こ
で
や
っ
と
神
仙
術
を
学
ん
だ
事
の
誤
り
を
さ
と
っ
た

禅
体
験
の
乏
し
い
筆
者
は
、
相
当
無
理
し
て
口
語
に
訳
し
た
が
、
『
人
天
宝

鑑
』
に
よ
る
と
、
雪
洞
賓
は
黄
龍
禅
師
の
公
案
に
よ
っ
て
省
悟
し
、
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蔭木英雄
　
　
奪
却
瓢
児
砕
却
琴
　
如
今
不
恋
水
中
金
　
自
従
一
見
黄
土
後
　
始
覚
従

　
　
前
用
心

の
開
悟
の
喝
を
呈
し
た
の
だ
っ
た
。

　
大
休
正
念
も
、
『
老
子
』
の
教
説
は
尊
崇
す
る
が
、
既
述
の
五
人
の
中
国

僧
と
同
じ
く
、
道
術
を
批
判
し
て
禅
の
優
位
を
詠
う
の
だ
っ
た
。

　
無
戦
々
慰
の
法
脈
は
、
最
大
の
夢
窓
派
（
嵯
峨
派
）
を
は
じ
め
と
し
て
、

日
本
中
世
禅
林
に
栄
え
た
。

　
　
　
じ
ゅ
え
ん

　
　
我
入
院
以
来
、
諸
人
と
頬
子
五
六
軸
を
改
む
。
恐
ら
く
三
四
官
海
有
ら

　
　
ん
。
（
建
長
寺
普
説
）

と
、
日
本
禅
徒
の
喝
頒
を
添
削
し
、

　
　
　
　
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
さ

　
　
頬
を
倣
る
の
法
、
亦
た
定
式
無
し
。
且
に
理
到
り
事
実
照
用
す
る
を
要

　
　
す
。
（
同
右
）

な
ど
と
喝
頬
の
作
り
方
を
懇
切
に
教
え
、
ま
さ
に
五
山
文
学
の
祖
た
る
に
ふ

さ
わ
し
い
。
道
教
に
関
す
る
作
品
を
あ
げ
て
み
る
。

　
圓
　
　
　
呂
洞
賓
画
像

　
　
万
里
里
並
若
断
蓬
　
不
知
失
脚
到
黄
龍
　
一
挙
打
断
蓬
莱
路
　
日
々
吹

　
　
毛
聖
上
紅

　
　
　
蓬
の
よ
う
に
綾
小
な
執
ら
わ
れ
た
心
を
断
ち
切
っ
て
、
呂
洞
賓
は
万
里
の
空
を

　
　
　
飛
ん
で
い
た
が
　
知
ら
ず
識
ら
ず
に
足
を
踏
み
は
ず
し
て
黄
龍
山
の
誇
機
禅
師

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ぶ
し

　
　
　
の
許
に
行
っ
た
　
拳
で
↓
暫
し
て
蓬
莱
山
へ
の
路
（
神
仙
道
）
を
切
断
す
る
と

　
　
　
日
は
黄
龍
禅
師
が
指
し
て
墜
ち
た
剣
の
上
に
赤
々
と
輝
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

画
と
同
じ
テ
ー
マ
を
詠
っ
て
い
る
。
『
荘
子
』
迫
遥
遊
篇
は
九
万
里
を
搏
く

大
鵬
の
寓
話
か
ら
始
ま
り
、
恵
施
と
荘
子
の
問
答
で
終
る
が
、
荘
子
は
、
「
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

子
（
恵
施
）
に
は
猶
お
蓬
の
心
の
有
る
よ
」
と
、
繧
小
な
俗
事
に
縛
ら
れ
る

田
中
を
批
判
し
た
。
無
学
祖
元
は
そ
れ
を
呂
洞
賓
に
置
き
か
え
る
。
ま
こ
と

に
無
技
巧
の
技
巧
の
起
句
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
『
人
天
宝
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
鍾
離
権
か
ら
金
丹
術
と
天
仙
の
剣
法
を
授
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ

ら
れ
た
呂
洞
賓
は
、
ま
ず
龍
牙
和
尚
に
仏
法
の
大
意
を
問
い
、
次
で
黄
龍
山

に
登
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
“
失
脚
”
と
表
現
す
る
の
は
無
学
和
尚
の

ア
イ
ロ
ニ
ー
で
あ
る
。

　
　
　
　
カ
　
　
へ

　
起
句
の
断
蓬
は
恵
施
流
の
束
縛
執
着
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
ぬ
　
　
へ

転
句
の
断
蓬
莱
は
神
仙
道
と
の
絶
縁
を
意
味
し
、
こ
こ
に
も
さ
り
げ
な
い
言

語
的
技
巧
が
見
ら
れ
る
。

　
結
句
は
、
『
荘
子
』
則
陽
篇
の
、

　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
吹
平
首
者
映
今
田
　
。
（
偉
大
な
超
越
者
の
前
で
は
、
世
俗
的
聖
人
の
尭
主
な

　
　
ど
は
、
剣
首
の
小
さ
い
穴
を
吹
く
と
出
て
く
る
ス
ウ
ー
と
い
音
の
よ
う
に
、
小
人
物

　
　
で
す
）

と
い
う
文
を
連
想
さ
せ
る
。
日
は
曇
日
（
仏
陀
の
智
慧
の
光
）
で
あ
り
、
吹
毛

映
か
ら
儒
教
聖
人
尭
舜
を
読
み
取
る
の
は
、
筆
者
の
拡
大
解
釈
で
あ
ろ
う
か

　
　
O

　
囮
　
　
　
鍾
尊
墨
賓

　
　
握
手
蓬
莱
等
外
天
　
萌
藍
傾
出
旧
山
川
　
不
論
劫
石
消
磨
事
　
応
説
幡

　
　
桃
著
子
年
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五山文学と道教

　
　
　
鍾
離
隔
と
弟
子
の
養
母
賓
と
は
蓬
莱
島
の
彼
方
の
空
で
握
手
し
　
ひ
ょ
う
た
ん

　
　
　
を
傾
け
て
（
蟷
で
煮
る
前
の
）
昔
の
ま
ま
の
山
川
（
空
間
）
を
出
す
　
一
辺
四

　
　
　
十
里
の
劫
石
が
磨
滅
す
る
こ
と
（
仏
教
的
時
間
）
な
ど
は
二
人
は
議
論
せ
ず

　
　
　
桃
が
実
を
結
ぶ
三
千
年
の
事
（
道
教
的
時
間
）
を
話
し
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ

鍾
と
呂
が
握
手
す
る
場
所
は
、
東
海
中
の
仙
山
と
思
い
き
や
、
は
る
か
島
外

　
そ
ら

の
天
と
い
う
の
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
承
句
の
萌
藍
（
ひ
ょ
う
た
ん
）
は
、

　
　
問
う
、
「
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
の
意
。
」
三
三
く
、
「
東
壁
上
に

　
　
へ
　
も
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
ば
く

　
　
萌
藍
を
桂
け
て
よ
り
多
少
の
時
ぞ
」
と
。
（
『
三
州
録
』
）

と
あ
る
よ
う
に
、
達
磨
が
中
国
に
来
て
伝
え
よ
う
と
し
た
精
神
を
象
徴
す
る

用
具
で
あ
る
。
山
川
は
囮
で
読
ん
だ
山
川
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
ぬ

　
　
問
う
、
「
如
何
な
る
か
是
れ
西
来
の
意
。
」
師
云
く
、
「
山
河
大
地
。
」
（
『
雲

　
　
門
広
録
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
へ

　
　
問
う
、
「
如
何
な
る
か
是
れ
古
仏
の
心
。
」
師
曰
く
、
「
山
河
大
地
。
」
（
『
景

　
　
徳
伝
灯
録
』
十
三
、
吉
州
資
福
貞
｛
遂
の
項
）

の
如
く
、
山
川
山
河
は
古
仏
の
心
を
表
象
す
る
。
こ
の
よ
う
に
読
ん
で
く
る

と
、
承
句
は
、
「
大
道
は
人
間
界
を
超
越
し
た
神
仙
術
に
は
な
く
、
日
常
生

活
の
中
に
あ
る
」
と
い
う
事
を
詠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
転
句
の
劫
石
消
磨
に
つ
い
て
は
、
『
三
三
録
』
七
十
五
則
に
、

　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ぬ

　
　
雪
三
道
わ
く
、
「
劫
石
固
う
し
来
る
も
、
猶
お
壊
す
べ
し
」
と
。
石
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
堅
固
な
り
と
難
も
、
尚
お
消
磨
し
尽
く
す
べ
し
。
此
の
二
人
（
鳥
丘
和

　
　
尚
と
問
答
相
手
）
の
機
鋒
、
千
古
万
古
更
に
窮
尽
有
る
こ
と
無
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

と
い
う
評
唱
が
あ
る
。
無
学
三
元
は
此
の
二
人
を
、
鍾
三
権
と
呂
洞
賓
に
置

き
換
え
て
、
千
万
年
経
っ
て
も
尽
き
ぬ
禅
機
を
称
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
3

し
て
結
句
で
は
、
正
統
禅
が
的
々
相
承
し
て
結
実
す
る
事
を
願
う
の
で
あ
っ
　
2

た
。

　
い
ち
さ
ん
い
ち
ね
い

　
一
山
一
三
は
来
日
す
る
以
前
、
至
正
廿
一
年
（
一
二
八
四
）
五
月
十
八
日
、

　
　
ヘ
　
　
ヤ

四
明
驚
峰
山
祖
印
禅
寺
に
入
院
し
た
。
そ
の
時
の
法
語
の
一
部
を
読
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
囮
　
拠
室
。
任
公
之
釣
、
一
三
六
贅
。
若
是
肢
瞥
…
盲
亀
　
，
　
縮
頭
去
。

　
　
　
　
祖
印
寺
方
丈
の
曲
禄
に
坐
し
て
、
「
『
列
子
』
『
荘
子
』
に
よ
る
と
、
任
公
子
は

　
　
　
　
一
本
の
釣
糸
で
、
六
匹
の
海
亀
を
釣
っ
た
と
い
う
が
、
も
し
、
足
の
悪
い
亀

　
　
　
　
や
眼
の
見
え
ぬ
亀
な
ら
ど
う
じ
ゃ
。
」
叱
声
を
張
り
上
げ
て
、
「
首
を
縮
め
て

　
　
　
　
行
っ
て
し
ま
う
そ
。
」
と
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
　

一
山
一
寧
は
道
家
の
語
か
ら
禅
語
を
導
入
し
て
、
雲
水
接
化
の
強
い
決
意
を

披
握
し
て
い
る
。

　
図
　
　
　
老
子

　
　
先
天
地
口
有
生
　
極
玄
妙
馬
事
伝
　
不
遇
得
関
サ
喜
　
誰
可
授
五
千
言

　
　
　
大
道
は
天
地
に
先
だ
っ
て
存
在
し
　
極
め
て
奥
深
く
微
妙
で
伝
え
ら
れ
な
い

　
　
　
老
子
が
函
谷
関
の
サ
喜
に
遇
え
な
か
っ
た
ら
　
誰
に
五
千
言
の
『
道
徳
経
』
を

　
　
　
伝
授
し
得
た
で
あ
ろ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

大
道
の
師
資
相
承
の
重
要
性
を
”
玄
之
又
玄
、
衆
妙
之
門
”
”
有
物
混
成
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ

先
天
地
生
”
と
い
う
『
老
子
』
の
語
を
用
い
て
吟
じ
て
い
る
の
だ
が
、
無
学

三
元
ら
の
作
品
に
比
し
て
、
味
気
な
く
感
じ
る
の
は
筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。

み
ん
き
そ
し
・
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
此
の
君
三
一
の
悔
い
有
り
と
難
も
、
二

三
極
三
三
が
後
醍
醐
天
皇
に
、



蔭木英雄
度
、
帝
位
を
践
ま
せ
給
べ
き
御
相
有
り
」
と
、
再
柞
の
予
言
を
し
た
事
は
、

『
太
平
記
』
巻
四
で
有
名
で
あ
る
。
来
日
以
前
、
道
教
寺
院
を
訪
れ
て
い
る
。

　
囮
　
　
　
沖
寂
観

　
　
義
興
沖
諦
観
　
岩
屋
重
三
林
　
路
接
天
最
近
　
門
黒
地
肺
通
　
兎
升
丹

　
　
井
口
　
龍
三
塁
湖
心
　
中
有
高
人
隠
　
玄
談
出
古
今

　
　
　
江
蘇
省
宜
二
二
の
沖
寂
観
は
　
境
花
（
国
参
照
）
の
林
の
方
に
向
い
て
い
る

　
　
　
路
は
近
く
の
天
二
宮
に
続
き
　
門
は
陶
弘
景
が
居
た
玉
山
に
通
じ
て
い
る
　
丹

　
　
　
砂
（
仙
薬
の
原
料
）
の
井
戸
に
太
陽
が
昇
り
　
漏
湖
の
真
中
を
龍
が
躍
る
よ
う

　
　
　
に
舟
が
進
ん
で
い
る
　
沖
寂
観
の
中
に
は
高
士
が
隠
棲
し
　
古
今
に
通
ず
る
玄

　
　
　
妙
な
真
理
を
語
っ
て
く
れ
る

国
で
読
ん
だ
張
公
洞
に
は
、
白
銀
色
の
天
申
宮
や
沖
寂
観
が
莞
を
並
べ
、
近

く
に
奇
岩
怪
石
が
鱒
り
、
遠
く
の
茅
山
の
二
子
や
、
沙
子
湖
（
漏
湖
）
の
濠

波
が
眺
望
出
来
る
。
蓋
置
に
一
歩
入
れ
ば
、
白
髪
の
老
道
士
が
拝
壇
に
額
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

き
、
童
子
が
臼
で
仙
薬
を
撞
い
て
い
た
。
囮
は
二
百
十
三
字
の
長
篇
だ
が
、

十
四
世
紀
初
頭
の
道
教
一
天
を
知
る
た
め
、
全
篇
を
掲
げ
る
。

　
囮
　
　
　
遊
義
興
張
公
動
天

　
　
天
申
宮
中
偶
為
客
　
侶
入
瀬
洲
白
銀
宅
　
濤
画
仙
童
語
笑
壷
　
拝
壇
道

　
　
上
騰
髪
白
　
呼
童
執
燭
指
引
遊
洞
天
　
廼
知
漢
朝
曽
隠
張
公
仙
　
張
公

　
　
錬
丹
丹
成
化
鶴
上
天
去
　
至
今
霊
縦
異
跡
顕
著
千
余
年
　
嵯
驚
動
境
果

　
　
殊
絶
　
嘉
碗
嵌
空
乱
積
鉄
　
人
形
鬼
形
千
万
端
　
虎
態
龍
態
一
一
別

　
　
有
如
財
宝
華
　
有
塗
立
憧
塔
　
有
断
裁
施
隊
侯
羅
瑠
台
　
壮
士
勇
敵
按

　
　
金
甲
　
盲
想
夫
造
化
攣
美
並
混
始
　
舟
中
頑
洞
南
塵
澤
　
十
日
飛
光
六

　
　
合
焦
　
五
色
石
製
流
出
髄
　
片
息
凝
結
歳
月
深
　
怪
々
奇
々
燃
犀
此

　
　
初
雪
矯
夜
露
馨
成
　
一
出
天
真
自
然
理
　
張
起
草
此
誠
奇
哉
　
我
今
一

　
　
見
心
亦
開
　
不
用
九
転
仙
丹
換
凡
骨
　
已
知
三
韓
之
外
無
蓬
莱

　
　
　
張
公
洞
の
天
申
宮
に
た
ま
た
ま
客
と
な
り
　
友
と
仙
山
の
白
銀
の
建
物
に
入
っ

　
　
　
た
　
中
で
仙
薬
を
つ
い
て
い
る
童
子
が
笑
っ
て
語
り
か
け
　
拝
壇
の
道
士
は
頭

　
　
　
も
髪
も
真
白
　
童
子
を
呼
び
燭
台
を
持
ち
案
内
を
請
う
て
張
公
洞
に
遊
ぶ
と

　
　
　
後
漢
の
張
陵
が
此
処
に
隠
棲
し
た
の
も
当
然
だ
と
知
っ
た
　
　
張
陵
は
錬
丹
に

　
　
　
成
功
す
る
と
鶴
に
な
っ
て
天
に
上
り
　
千
余
年
後
の
今
日
ま
で
霊
跡
が
は
っ
き

　
　
　
り
残
っ
て
い
る
　
こ
の
境
界
は
果
し
て
素
晴
ら
し
い
の
に
驚
嘆
し
　
空
に
ま
で

　
　
　
岩
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
鉄
を
積
ん
で
い
る
　
人
間
や
鬼
の
形
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り

　
　
　
　
虎
や
熊
の
恰
好
も
し
て
い
る
　
仏
寺
の
宝
華
の
よ
う
な
物
　
橦
や
塔
を
立
て

　
　
　
た
よ
う
な
物
　
玉
台
の
側
の
京
王
や
隊
侯
の
よ
う
な
物
　
そ
れ
に
金
の
甲
を
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
し

　
　
　
た
勇
士
の
如
き
岩
も
あ
る
　
拙
僧
は
考
え
た
「
造
物
主
が
天
地
を
開
い
て
万
物

　
　
　
が
混
沌
と
し
て
い
る
時
　
張
公
洞
は
雲
が
湧
き
汚
塵
が
無
く
　
十
箇
の
太
陽
の

　
　
　
光
で
天
地
四
方
が
焼
け
　
五
色
の
石
骨
は
髄
を
流
し
た
　
も
や
も
や
の
気
が
固

　
　
　
ま
っ
て
か
ら
歳
月
が
流
れ
　
こ
の
よ
う
な
奇
怪
な
岩
石
が
生
じ
た
の
だ
」
と

　
　
　
わ
　
　
　
し

　
　
　
拙
僧
は
今
回
公
洞
を
一
見
し
て
心
も
開
け
　
九
回
煉
っ
た
丹
薬
を
用
い
ず
と
も

　
　
　
凡
骨
を
仙
骨
に
換
え
ら
れ
た
　
蓬
莱
山
は
三
韓
の
外
に
出
る
の
で
な
く
此
処
に

　
　
　
現
在
す
る
の
だ
と
知
っ
た
の
で
あ
る

私
達
も
明
極
楚
俊
の
五
感
を
通
し
て
、
か
な
り
具
体
的
に
道
観
の
様
子
を
知

る
事
が
出
来
る
。

　
圖
　
　
　
嬌
翁
員
居
士
求
語

　
　
仙
中
仙
　
聖
中
盤
　
何
曽
差
入
那
回
報
　
尊
卑
服
気
是
妄
心
　
吐
納
錬

　
　
聖
日
十
三
　
　
（
中
略
）
　
爾
今
学
殖
不
学
仙
　
也
遅
遅
是
無
常
講
　
日

25272



五山文学と道教

　
　
裏
看
経
達
仏
理
　
夜
間
打
坐
参
祖
意
　
忽
朝
里
見
本
来
心
　
（
後
略
）

　
　
　
仙
人
中
の
仙
人
や
　
聖
人
中
の
聖
人
は
　
な
ぜ
昔
、
禅
定
に
入
ら
な
か
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
だ

　
　
　
だ
ろ
う
　
霞
を
吸
い
気
を
服
用
す
る
道
術
は
心
を
試
し
　
悪
気
を
吐
き
形
を
錬

　
　
　
る
道
術
で
は
本
来
の
性
を
正
す
こ
と
は
出
来
ぬ
（
中
略
）
居
士
よ
、
あ
な
た
は

　
　
　
今
や
仏
法
を
学
ん
で
仙
術
を
学
ば
ず
　
神
仙
術
は
無
常
の
鬼
で
あ
る
事
を
知
っ

　
　
　
た
　
日
中
は
経
典
を
論
し
て
仏
葬
に
通
達
し
　
夜
に
は
坐
禅
し
て
古
仏
の
意
に

　
　
　
参
入
す
る
　
い
ま
に
忽
然
と
見
性
し
本
来
の
面
目
を
見
る
だ
ろ
う
（
後
略
）

察
す
る
に
、
嬌
翁
員
居
士
は
初
め
神
仙
術
を
学
ん
で
、
後
に
禅
修
行
に
入
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
極
和
尚
が
張
天
洞
を
訪
れ
る
な
ど
、
道
教
と
禅
と

の
交
流
は
か
な
り
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
せ
い
せ
つ
し
ょ
う
ち
ょ
う

　
清
拙
正
澄
は
光
明
天
皇
よ
り
大
鑑
禅
師
の
号
を
追
贈
さ
れ
、
大
鑑
派
は

　
　
　
　
　
　
　
〔
1
8
）

中
世
禅
林
で
栄
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
在
東
林

　
圖
　
　
　
吉
三
道
士
蘭
独
清
遊
匡
山
求
贈

　
　
姑
射
神
人
氷
雪
姿
　
霞
裾
歩
月
敬
手
玉
芝
　
乾
坤
清
気
称
薬
量
　
礪
彼
同

　
　
学
濁
俗
擬
　
匡
盧
山
高
太
古
色
　
長
松
片
詩
想
華
滋
　
古
今
賢
愚
共
遊

　
　
覧
　
真
正
面
目
識
者
誰
　
渓
声
広
長
之
舌
　
蘇
仙
未
済
彷
彿
　
銀
河
自

　
　
天
而
落
　
李
仙
方
且
懐
疑
　
其
余
録
々
何
足
癖
之
　
神
人
神
人
急
翁
草

　
　
鮭
　
偏
逡
三
万
六
千
匝
　
雲
薙
練
垂
雪
谷
通
道
　
凹
々
凸
二
七
上
八
下

　
　
　
言
々
蕩
々
六
方
四
維
　
天
風
作
脛
骨
虎
怒
　
山
木
墨
黒
鮫
龍
馬
　
左

　
　
侃
太
極
章
　
右
筆
昆
吾
鉄
　
穿
崖
度
量
白
日
空
飛
　
上
天
池
下
虎
渓

　
　
却
問
鷹
山
面
目
　
縷
髪
癖
得
些
皮

　
　
　
　
江
西
省
吉
露
見
の
道
士
斎
宮
清
が
鷹
山
に
遊
び
、
当
時
東
林
寺
に
居
た
私
に

　
　
　
　
詩
を
請
う
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
こ
　
や

　
　
　
氷
雪
の
よ
う
な
肌
の
貌
姑
射
の
神
人
（
1
1
粛
独
清
）
は
　
霞
衣
の
裾
を
ひ
る
が

　
　
　
え
し
て
月
光
の
中
を
歩
き
玉
串
を
捧
げ
る
　
天
地
の
清
気
を
独
占
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
が

　
　
　
称
し
　
彼
の
同
学
者
の
汚
濁
し
た
愚
者
を
叶
い
て
い
る
　
鷹
山
は
高
く
太
古
の

　
　
　
ま
ま
の
景
色
で
　
長
松
は
茂
り
石
は
美
し
く
　
古
人
の
賢
人
愚
者
が
共
に
遊
覧

　
　
　
す
る
　
し
か
し
鷹
山
の
真
の
姿
（
本
来
真
面
目
）
を
誰
が
識
っ
て
お
ろ
う
そ

　
　
　
「
渓
声
は
仏
陀
の
説
法
」
と
吟
じ
た
　
蘇
献
も
鷹
山
を
あ
り
あ
り
と
詠
い
得
ず

　
　
　
　
三
布
を
「
銀
河
九
天
よ
り
落
つ
」
と
形
容
し
た
　
李
白
も
「
疑
う
ら
く
は
是

　
　
　
れ
：
：
－
」
と
疑
問
を
さ
し
は
さ
み
　
こ
の
一
．
人
の
他
は
線
で
も
な
い
ヤ
ツ
で
話

　
　
　
に
な
ら
ぬ
　
神
人
の
粛
独
清
よ
！
す
ぐ
聖
恩
を
は
い
て
　
瘡
山
を
隅
々
ま
で
三

　
　
　
万
六
千
回
韻
る
が
よ
い
（
そ
し
て
真
面
目
を
識
る
の
だ
）
　
雲
の
如
き
薙
が
崖

　
　
　
に
ま
つ
わ
り
洞
谷
は
傾
き
　
道
は
凸
凹
で
上
下
し
て
心
も
迷
う
　
四
方
八
方
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま
ぐ
さ

　
　
　
木
が
茂
っ
て
い
る
　
天
風
は
腱
く
熊
や
虎
が
吼
え
　
山
木
は
黒
く
な
っ
て
鮫

　
　
　
龍
も
居
な
く
な
っ
た
　
神
人
は
左
に
太
極
章
を
帯
び
右
に
昆
吾
の
鉄
剣
を
侃
び

　
　
　
　
断
崖
を
穿
ち
絶
壁
を
渡
っ
て
白
日
の
天
空
を
飛
行
す
る
　
上
は
天
地
峰
下
、

　
　
　
は
三
笑
で
有
名
な
虎
渓
ま
で
　
一
　
そ
こ
で
又
「
鷹
山
の
真
面
目
は
何
か
」
と

　
　
　
問
う
と
　
や
っ
と
鷹
山
の
上
っ
つ
ら
だ
け
描
写
出
来
る
だ
け
だ

道
士
粛
独
清
は
ど
う
い
う
人
物
か
不
明
だ
が
、
太
一
教
を
始
め
た
同
姓
の
斎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

抱
珍
を
想
起
さ
せ
る
。
長
与
正
澄
は
、
”
予
は
錫
を
虎
渓
に
寄
せ
三
寒
暑
を

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
む
　
　
む

同
居
す
”
（
題
里
山
町
巌
真
首
座
寄
師
掲
）
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
囮
は
そ
の
頃

の
作
品
と
思
わ
れ
る
。
中
巌
円
月
の
至
順
元
年
（
一
三
三
〇
）
の
『
自
歴
譜
』

　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

に
は
、
”
路
を
盧
阜
に
借
り
、
龍
巌
・
柏
三
二
老
を
訪
う
”
と
あ
り
、
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

に
渡
航
し
な
い
義
堂
周
信
も
、
”
鷹
山
に
到
ら
ざ
れ
ば
計
れ
僧
な
ら
ず
”
（
漫

布
）
と
吟
じ
て
、
盧
山
は
禅
僧
の
聖
地
の
如
き
処
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
、
六
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蔭木英雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
り

朝
時
代
の
踏
場
遠
の
渉
道
詩
（
道
教
聖
地
の
詩
）
を
見
る
と
、
”
当
山
に
遊
び

む
　
　
む

道
士
の
石
室
を
観
る
”
の
句
が
あ
り
、
道
観
も
多
か
っ
た
ら
し
く
、
浄
明
道

の
許
真
君
（
許
遜
）
も
盧
山
に
居
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
清
拙
正
澄
は
、
「
静
寄
法
師
賢
君
六
不
壊
二
里
子
」
の
叙
文
で
、

　
四
書
雲
間
玉
清
仙
観
の
静
寄
法
師
は
、
黒
酒
に
し
て
心
を
吾
が
西
竺
大
聖

　
　
人
の
学
に
潜
め
、
梵
典
を
書
き
て
広
く
施
す
。
日
に
率
ね
千
字
、
雑
華

　
　
三
部
、
蓮
経
膣
堵
波
二
座
、
法
華
部
四
十
有
六
、
雨
勝
・
円
覚
諸
経
の

　
　
ご
と
き
は
尤
も
多
く
持
諦
す
。
（
後
略
）

と
、
道
珀
（
道
士
の
位
階
）
で
あ
り
な
が
ら
仏
教
に
帰
依
す
る
静
寄
法
師
の
存

在
を
記
し
て
い
る
。

　
じ
く
せ
ん
ま
ん
せ
ん

　
竺
仙
梵
傷
は
、
五
山
文
学
に
大
き
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
金
剛
橦
下
直
系
の

中
国
禅
僧
で
、
明
極
楚
俊
の
侍
者
と
し
て
来
朝
し
、
足
利
直
義
、
大
友
貞
宗

の
厚
い
外
護
を
受
け
た
。
彼
の
『
来
々
禅
子
集
』
（
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
所
収
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
コ
　
ぢ

に
、
「
次
韻
寄
昇
元
観
道
士
　
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
彼
の
道
教

観
は
分
か
ら
な
い
。
禅
僧
と
道
士
の
文
学
的
交
流
が
例
外
で
は
な
い
事
の
資

料
と
し
て
読
ん
で
お
く
。

　
國
　
　
　
　
次
韻
寄
昇
一
兀
観
道
士
．
一
．
首

　
　
曽
訪
仙
家
上
石
楼
　
続
楼
山
色
翠
凝
眸
　
仙
人
騎
鶴
上
天
去
　
独
筒
閲

　
　
干
笑
点
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
た

　
　
　
か
っ
て
庶
家
を
訪
れ
て
石
の
楼
閣
に
上
る
と
　
楼
の
ま
わ
り
の
山
景
色
は
緑
滴

　
　
　
り
眸
を
こ
ら
し
て
見
た
も
の
だ
っ
た
　
仙
人
は
鶴
に
乗
っ
て
天
空
に
去
り
（
囮

　
　
　
の
第
七
句
参
以
下
拙
僧
は
た
だ
一
人
欄
干
に
も
た
れ
て
笑
っ
て
う
な
ず
く

　
　
赤
符
玉
札
黄
金
印
　
雲
蒙
天
頂
白
雪
歌
　
不
用
雨
意
駐
顔
色
　
乱
松
杉

　
　
外
月
明
多

　
　
　
道
士
は
赤
い
呪
符
、
玉
の
書
札
、
金
印
を
持
ち
　
塁
壁
景
の
如
き
字
の
神
人
の

　
　
　
書
を
捧
持
し
て
難
し
い
白
雪
歌
を
う
た
っ
て
い
る
　
霊
薬
を
服
用
せ
ず
と
も
若

　
　
　
凹
し
い
顔
色
で
　
ま
ば
ら
な
松
や
杉
の
彼
方
に
月
光
が
溢
れ
て
い
る

　
　
洞
府
有
門
人
牢
到
　
涼
風
無
意
聖
之
清
　
碧
海
人
騎
紫
雲
至
　
笑
語
不

　
　
知
誰
解
聴

　
　
　
神
仙
の
居
る
洞
府
に
門
は
有
る
が
め
っ
た
に
人
は
来
ず
　
涼
風
が
無
心
に
吹
い

　
　
　
て
尊
く
清
ら
か
で
あ
る
　
紺
碧
の
海
を
紫
雲
に
乗
っ
て
仙
人
が
来
て
　
笑
っ
て

　
　
　
語
る
の
を
誰
が
理
解
し
て
聴
い
て
い
る
の
や
ら

次
号
で
は
、
日
本
五
山
僧
の
道
教
詩
を
読
む
。
（
未
完
）

注（
1
）
酒
井
忠
夫
・
福
井
文
雅
「
道
教
と
は
何
か
」
（
平
河
出
版
『
道
教
1
』
所
収
）

　
で
は
、
十
三
も
の
多
く
の
道
教
定
義
を
紹
介
す
る
。

（
2
）
拙
稿
「
翰
林
五
鳳
集
に
つ
い
て
」
（
相
愛
大
学
研
究
論
集
第
4
、
5
、
6
巻
）

　
参
照
。

（
3
）
こ
の
数
字
は
詩
題
に
依
っ
た
も
の
。
他
に
「
盆
石
」
「
題
画
」
な
ど
に
も
、

　
内
容
的
に
は
道
教
を
詠
じ
る
作
品
が
多
い
。

（
4
）
拙
著
『
五
山
詩
史
の
研
究
』
三
七
七
頁
以
下
参
照
。

（
5
）
中
村
璋
八
「
日
本
の
道
教
」
（
平
河
出
版
『
道
教
3
』
）
三
四
頁

（
6
）
芳
賀
幸
四
郎
『
中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』
（
思
文
閣
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出
版
）
二
一
四
頁

（
7
）
中
田
祝
夫
編
『
堅
魚
抄
』
②
（
勉
黒
黒
）
四
〇
九
頁
。
た
だ
し
、
惟
高
の
文

　
章
は
日
本
へ
道
教
不
渡
来
を
述
べ
て
い
る
の
で
な
く
、
宋
景
濠
の
詩
句
の
解
釈

　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ

　
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

（
8
）
陶
弘
景
『
養
性
延
命
録
』
（
『
雲
笈
七
籔
』
所
収
）

（
9
）
盲
虻
正
澄
の
古
墨
で
あ
る
月
江
正
印
は
、
一
二
九
五
に
は
じ
め
て
碧
雲
寺
住

　
持
と
な
り
、
＝
三
三
二
に
阿
育
王
山
に
住
し
て
い
る
の
で
、
一
二
六
〇
頃
に
生

　
れ
た
と
推
測
し
て
位
置
づ
け
た
。

（
1
0
）
文
関
西
と
称
せ
ら
れ
た
真
浄
克
文
が
五
山
文
学
僧
に
景
仰
さ
れ
た
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ぬ

　
中
厳
円
月
の
「
建
仁
寺
上
堂
法
語
」
に
、
“
独
愛
文
関
西
無
頭
脳
”
、
義
堂
周
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
の
「
範
侍
者
」
に
、
”
毎
懐
香
林
遠
　
更
懐
真
浄
克
”
彦
．
龍
周
興
の
「
景
笏
字

　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
へ
　
　
う

　
説
」
に
”
於
文
関
西
岬
吟
声
戴
、
云
々
”
と
あ
る
の
は
そ
の
｝
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

（
1
1
）
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
、
“
天
地
与
我
並
生
、
万
物
与
我
為
一
”
や
”
若
有
真

　
へ

　
宰
而
特
不
得
其
朕
”
と
あ
る
。

（
1
2
）
恩
師
玉
村
竹
二
先
生
を
は
じ
め
、
多
く
の
先
学
は
一
山
一
寧
を
五
山
文
学
の

　
祖
と
し
て
い
る
。
前
掲
拙
著
『
五
山
詩
史
の
研
究
』
二
七
頁
以
下
参
照
。

（
1
3
）
末
松
謙
澄
『
文
学
上
美
術
上
三
教
思
想
研
究
』
に
よ
る
と
、
三
教
一
致
の
変

　
形
と
し
て
の
「
東
披
酷
図
」
は
“
蘇
東
披
が
黄
山
谷
と
連
れ
だ
っ
て
仏
印
禅
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
を
訪
れ
る
と
、
禅
師
が
桃
花
酷
を
饗
応
し
、
あ
ま
り
の
酸
味
に
三
人
と
も
顔
を

　
し
か
め
た
”
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
主
題
に
し
た
絵
だ
と
い
う
。
す
る
と
、
酪

　
は
厳
し
い
禅
味
と
解
せ
る
。

（
1
4
）
野
口
善
敬
「
天
目
中
峰
研
究
序
説
」
（
『
中
国
哲
学
論
集
』
四
号
）
、
西
尾
賢

　
隆
「
元
の
幻
住
明
本
と
そ
の
海
東
へ
の
波
紋
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
六
↓
号
）
参

　
照
。

（
1
5
）
礁
と
は
、
夜
中
に
星
展
の
下
で
酒
肉
な
ど
の
供
物
を
並
べ
て
、
天
皇
、
太
乙
、

　
五
皇
、
列
宿
を
祀
り
、
願
文
を
奏
上
し
て
消
災
度
厄
を
祈
る
法
の
こ
と
。

（
1
6
）
二
つ
の
画
は
毎
日
新
聞
社
刊
『
禅
林
画
賛
』
に
収
載
。

（
1
7
）
『
一
丁
録
』
十
二
則
“
面
谷
盲
磨
入
空
谷
”
、
『
堅
雪
録
』
五
十
九
則
“
噛
縮
　
㎜

　
も
　
　
へ

　
頭
去
”
。

（
1
8
）
西
尾
賢
隆
「
日
元
に
お
け
る
清
拙
正
澄
の
事
蹟
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
三
〇
号
）

　
参
照
。

（
1
9
）
薄
雲
周
沢
の
『
随
得
集
』
に
も
“
誓
約
高
登
最
上
層
累
前
松
竹
是
良
朋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　
異
同
一
十
八
人
社
　
不
到
鷹
山
不
是
僧
”
（
友
峰
）
の
作
が
あ
る
。

28


